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1. はじめに
SASEBO Acquisitionは，SASEBO-GIIに実装された暗号モジュールの電圧波形を計測するためのプログラムである．本ドキュメントでは，SASEBO-GIIに実装されたAES回路の消費電力波形をオシロスコープAgilent DSO1024Aにより計測し，波形データを取得するまでの手順を解説する． 
2. 準備

本ドキュメントで使用するハードウェアとソフトウェアは以下のとおり．
1. SASEBO Acquisition インストーラパッケージ Setup.msi
2. SASEBO-GII

3. 制御回路データsasebo_gii_ctrl.mcs
4. AES回路データsasebo_gii_aes_comp_lx30.mcs
5. PC (Windows XP/Vista/7)
6. オシロスコープAgilent DSO1024A

7. パッシブプローブ，SMAケーブル，SMA(female)-BNC(male)変換コネクタ
8. USBケーブル（A-Bタイプ）2本
3. SASEBO Waveform Acquisitionのインストール
SASEBOのWebsites内のDPA contestのページからSetup.msiをダウンロードしSASEBO Waveform Acquisitionをインストールする．
http://staff.aist.go.jp/akashi.satoh/SASEBO/jp/DPAcontest/index.html
SASEBO Waveform AcquisitionはFTDI VCP/D2XXドライバ，Microsoft .NET Framework 3.5， National Instruments NI-VISA 4.6.2を必要とする．インストールが完了すると，図1のようにデスクトップ上にアイコンが確認できる．詳細は下記のURLの“SASEBO-GIIクイックスタートガイド”を参照のこと．
    http://staff.aist.go.jp/akashi.satoh/SASEBO/pdf/SASEBO-GII_QuickStartGuide_Ver1.0_English.pdf
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図1　SASEBO Waveform Acquisitionのアイコン
4. SASEBO-GIIのセットアップ
SASEBOのWebsite内のDPA contestのページから制御回路データsasebo_gii_ctrl.mcs，AES回路データsasebo_gii_aes_comp_lx30.mcsをダウンロードし，制御回路データをSpartan-3A XC3S400AのROMへ，AES回路データをVirtex-5 LX30 XC5VLX30のROMへ書き込む．詳細はSASEBO-GIIクイックスタートガイドを参照のこと．
5. 波形データの取得手順
1)　SASEBO-GIIの動作周波数を設定する．
SASEBO-GIIの電源を切り，DIPスイッチSW7を図2のようにして動作周波数を2 MHzに設定する．
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図2　動作周波数の設定 SW7
2)　PCにSASEBO-GIIとDSO1024AをUSBケーブルで接続する．
3)　プローブをSASEBO-GIIに接続する（図3）．
チャンネル1のプローブ： TP2（GNDはTP5）
チャンネル2のプローブ： J6の1番ピン（GNDはボードの支柱）
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図3　プローブを2本使用する場合
チャンネル1にSMAケーブルを使用する場合は，図4のようにJ2に接続する．
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図4　プローブとSMAケーブルを使用する場合
4)　DSO1024Aの電源を投入する．
5)　SASEBO-GIIの電源を投入する．
6)　SASEBO Waveform Acquisitionを起動する．
オシロスコープが認識されない場合，”Oscilloscope is not ready!”と表示される．
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図5　SASEBO Waveform Acquisitionの起動画面
7）　オシロスコープの設定
“Scope Properties” ボタンをクリックし，オシロスコープの設定を行う．最適な値は使用するプローブ等に応じて変わるので，適宜調整する．
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図6　オシロスコープの設定画面
8)　波形の確認
“Single” ボタンをクリックして波形データを1回取得し，波形がウィンドウ内に収まっていることを確認する．
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図7　波形の確認（SMAケーブルと透過型50Ω終端を使用した例）
9)　波形計測
“#Traces”で取得する波形数を設定し，”Start”ボタンをクリックで計測を開始する．波形取得が設定回数実行された後，下記フォルダに波形データが保存される(YYYY, MM, dd, HH, mm, ss はタイムスタンプ)．
“\Users\[user]\MyDocuments\SASEBO_Aquisition\wf_gii_yyyy_MM_dd_HHmmss”
6. 付録
1. SASEBO-GIIの動作周波数設定(SW7）
表1　SW7の設定
	値
	SW7
	動作周波数
	値
	SW7
	動作周波数

	0
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2. SASEBO　Waveform　Acquisitionメニュー
· File(F)

本プログラムを終了する．オシロスコープの設定が，マイドキュメント\SASEBO_Acquisition　フォルダにVISAリソースアドレス名をファイル名として、保存される．
· Setting(S)

Activate Scope

チェックオンのとき，オシロスコープを有効にする．チェックオフのとき，オシロスコープを無効にし、オシロスコープに波形データの取得要求を出さない．
Remote Scope

Host にホスト名またはIPアドレスを設定すると，TCP/IPによるVISAの利用が可能となる．
· Help(H)

About(A)

本プログラムのバージョン情報を表示する．
[image: image16.png]About SASEBO_ =l

. 55EBO waveform acyisiton lmted
SASEBQ ver 100501
S Gopyright © AIST 2010

http://staff sist g0 p/akashisatoh/SASEBO/en/index html





図8　バージョン情報
· Property 設定ウィンドウ
Config は使用するオシロスコープの任意の設定を記述する．
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